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総説

アスリート・ウェルビーイングの概念：専門家による意見合意形成
The development of the concept of athlete well-being: a consensus statement
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Abstract : In general, well-being refers to living a more ful lling life and the theoretical concept has 

been established in the eld such as psychology, economics, and sociology. Several issues related to 

mental health such as depression and eating disorders are surfacing in elite athletes. However, the 

de nition of athlete well-being was not clear and the concepts related to athlete well-being needed to 

be theoretically validated. Thus, the aim of the study was to conduct a narrative review of athlete 

well-being to achieve consensus among international and national experts on the relevant concepts of 

mental health, wellness, dual career, and athlete lifestyle. It was found that the concepts related to 

well-being and mental health in sport have not been clearly de ned in the literature. The experts 

agreed on the de nition of athlete well-being, the scope of dealing with mental health, and the holistic 

support required for elite athletes. Further studies are needed to fully understand the current status of 

athlete well-being in Japanese elite athletes and also to develop the diagnostic tools and other 

measurement scales which can be used in practice.
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Ⅰ．背景

一般的にウェルビーイングはより豊かに生きる

ことに関連し、生活の質（QOL）や幸福度等の多

様な測定尺度を用いて研究され、心理学や経済学、

社会学を含む学際的な概念として確立されてい

る 5)。政策の観点から、ウェルビーイングは政策

立案者の第一の焦点となるべきであり、その厳密

な測定は政策上の第一の必須事項であると位置づ

けられている 6)。こうした中、スポーツ界におい

ても、アスリートを対象にしたウェルビーイング

（「アスリート・ウェルビーイング」）は海外のス

ポーツ統括機関等でも近年、重要な概念として浸

透してきている。特に、イギリス、オーストラリア、

カナダ、ニュージーランド等の諸外国では、トッ

プアスリートが日常的に練習を行うナショナルト

レーニングセンターやスポーツ医科学支援・研究

拠点等に、ウェルビーイングの精神的側面である

メンタルヘルスの予防・対策の機能を新たに設置

する取組が見受けられるようになってきた 31)。

メンタルヘルスについては、オーストラリアや

イギリスの代表アスリートでうつ、摂食障害、キャ

リアへの不満等が報告されている 7, 10)。例えば、

オーストラリアの代表アスリートの 224名を対象

とした研究においては、「うつ（27.2%）」、「摂食

障害（22.8%）」、「一般的な心理的苦痛（16.5%）」

等のメンタルヘルスの課題が多く報告された。特

に、「社会的不安（14.7%）」も高かった背景には、

代表アスリートが競技大会での記者会見等何らか

の形で一般に公にさらされることが多いことが挙

げられ、代表アスリートに対する専門家による支

援を促すことが提言された。また、我が国の強化

アスリートも国費の投入や自国開催等による高度

なプレッシャーからアスリートの抱えるメンタル

ヘルスの課題が表面化してきている 31)。さらに、

国際オリンピック委員会（IOC）を始め多くの国

際関連組織（学会や協会等）は、ここ数年でメン

タルヘルスに関する合意声明や意見表明報告書等

を相次いで出している 31)。これらのことから、メ

ンタルヘルスに関連する課題が競技現場レベルで

表面化してきている。

アスリートにおけるメンタルヘルスの概念は、

Kuettelと Larsen（2020）が「アスリートがその

潜在力を発揮し、スポーツと人生の目的・意味に

鑑みて、個人的な人間関係を信頼しながら一般的

な生活だけでなくエリートスポーツのストレスに

対処し、その価値観に従って自律的に行動でき

るウェルビーイングの動的状態」と定義してい

る 17)。また、メンタルヘルスよりも広義な概念と

して健康の定義は、「病気でないとか、弱ってい

ないということではなく、身体的にも、精神的に

も、そして社会的にも、すべてが満たされた状態

にあること」52)であり、健康とウェルビーイン

グの定義の違いは明確ではないことが分かってい

る 19)。しかし、メンタルヘルスの症状と身体的な

症状は人為的に分けられているが関連し合ってい

るため 11)、メンタルヘルスの概念だけでは、ウェ

ルビーイングの身体的・社会的側面やそれらの相

互作用を捉えきれないと思われる。さらに、アス

リート・ウェルビーイングに関連した概念として、

ウェルネス、デュアルキャリア、アスリートライ

フスタイル等についてもそれらの概念や支援体制

が世界各国で異なることが分かっている 30)。

以上のことから、アスリート・ウェルビーイン

グに関連した概念については理論上の整理が必要

である。特に、メンタルヘルスの扱う範囲に関し

て学術上明確でないのが現状である。そこで、本

研究の目的は、アスリート・ウェルビーイングに

関連する概念の文献レビューを行い、アスリート・

ウェルビーイングの定義やメンタルヘルスの扱う

範囲、アスリート・ウェルビーイングの支援体制

の在り方について専門家による意見合意形成を得

ることとした。

Ⅱ．方法

1．アスリート・ウェルビーイングに関連する 

概念の文献レビュー

PRISMA声明 24)に基づくナラティブレビュー

を実施した。国際的文献検索データベース

SPORTDiscus、PubMed、PsycINFO、PsycARTI-

CLESと国内文献検索 CiNii、Google Scholarを用
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いて、アスリート・ウェルビーイングに関連する

概念である“athlete AND well-being/アスリート

とウェルビーイング”“athlete AND wellness/アス

リートとウェルネス”“athlete AND dual career/ア

スリートとデュアルキャリア”“athlete AND ath-

lete lifestyle/アスリートとアスリートライフスタ

イル”の国内外のキーワードが最初にヒットした

年から 2019年までを検索してリスト化した。

ナラティブレビューにおける適格性の評価まで

の作業を行った結果、最終的に 412件の文献を採

用した（図 1）。まずスクリーニングの段階では、

タイトルと抄録だけで評価を行い、評価が難しい

文献は保留し、後にその文献の全文から適格性の

評価を行った。適格性の評価基準は、1) 本文が

英語もしくは日本語である、2) 対象がトップア

スリートもしくは大学生のアスリートである、3) 

事例研究でない、であった。なお、スクリーニン

グと適格性の評価は、筆頭著者含めた 3名（スポー

ツ心理学研究者 2名、スポーツ社会科学研究者 1

名）が概念ごとに独立して行い、保留した評価が

難しい文献は 3名で討議して評価を行った。最終

的に評価した論文は著者全員で確認し、著者間で

意見の相違はなかった。

“athlete AND mental health/アスリートとメンタ

ルヘルス”に関しては、ここ数年で合意声明や意

見表明報告書等が国際オリンピック員会（IOC）

を始め多くの国際関連組織（学会や協会等）から

相次いで出された 8, 12, 23, 27, 35, 41, 48)。これらの文献が

先行研究及び実務文書等の概念定義を概ね網羅し

ていることが確認された。本研究ではここ 7年で

国際関連組織から出された合意声明やポジション

ステートメントを文献リストに含めて検討した

（図 1）。

関連する各概念の文献数の変遷を把握するため

に、重複文献を除外した後の文献数を 1990年よ

り以前、1990年から 1999年、2000年から 2009年、

データベース検索から特定した文献数
（n=2,797；海外=2,663，国内=134）

重複文献を除外した後の文献数 
（n=1,785；海外=1,662，国内=123）

スクリーニングした後の文献数
（n=456；海外=441，国内=15）

適格性を評価した文献数
（n=405；海外=390，国内=15）

除外した文献数
 （n=1,012；海外=1,001，

国内=11）

メンタルヘルスの合意声明や
ポジションステートメント

（n=７）

スクリーニングした後の文献数
（n=７）

適格性を評価した文献数
（n=７）

除外した文献数
（n=1,329；海外=1,221，

国内=108）

除外した文献数 
（n=51；海外=51，国内=０）

質的統合に採用された文献数
（n=412；海外=390，国内=15，

合意声明やポジションステートメント=７）

図１．PRISMAフロー図24）に基づく国内外文献のナラティブレビューの手順
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2010年から 2019年と 10年単位で区分して算出

した（表 1、表 2）。

2．専門家による意見合意形成

国内外のアスリート・ウェルビーイング関連領

域の専門家 9名を招集して意見合意形成の会議体

を設置した。参加した専門家 9名の内訳は、大学

やスポーツ機関に所属するスポーツ心理学及びス

ポーツ社会科学の研究者 5名（海外の研究者 1名

を含む）、スポーツ心理学者及び臨床心理士の実

務者 4名（海外の実務者 1名を含む）で構成され、

研究及び実務での経験が 5年以上ある者であっ

た。専門家の中で内訳のカテゴリーが両方に当て

はまる者もあったが、本研究開始時の主な所属を

基に分けた。

本研究では、専門家による意見集約の手法であ

るデルファイ法 14)を用いた。1回目のデルファイ

調査に先立ち、専門家 9名全員での会議が開かれ

た。定義や概念に関する最初の記述は、筆頭著者

が中心となって作成し、会議での意見をもとに修

正を加えた。この記述は、上記の文献レビューの

結果や実践現場からの情報に基づいた。筆頭著者

は、専門家 9名に合意意見のリスト（各項目の参

考文献の裏付けを含む）をメールで提示し、それ

に対する回答を依頼した。具体的には、1）アス

リート・ウェルビーイングの概念の定義、2）メ

ンタルヘルスの扱う範囲、3）アスリート・ウェ

ルビーイングの支援の在り方、以上の 3点につい

表 1. アスリート・ウェルビーイング関連の海外文献数

Well-being Wellness Dual-career Athlete-lifestyle

総文献数 1,652 867 125 19

重複文献除外後の文献数 1,015 571 68 8

1. 1990 年より以前 36 0 0 0

2. 1990 年から 1999 年 58 20 0 0

3. 2000 年から 2009 年 161 93 0 1

4. 2010 年から 2019 年 760 458 68 7

最初にヒットした年 1933 年 1990 年 2011 年 2005 年

表 2. アスリート・ウェルビーイング関連の国内文献数

ウェル
ビーイング

ウェルネス
デュアル
キャリア

アスリート
ライフスタイル

総文献数 14 61 50 9

重複文献除外後の文献数 14 61 50 7

1. 1990 年より以前 0 0 0 0

2. 1990 年から 1999 年 0 1 0 0

3. 2000 年から 2009 年 0 17 0 0

4. 2010 年から 2019 年 14 43 41 7

最初にヒットした年 2011 年 1998 年 2012 年 2015 年
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て合意形成を行なった。これら 3点に対する暫定

的な合意意見を設定し、「満足度」と「分かりや

すさ」について 5件法（1「全くそうでない」か

ら 5「全くそうである」の 5段階尺度）で専門家

（n=9）に評価を依頼した。各項目の合意性につ

いて最低 67%の合意水準を設定した 25)。

2回目のデルファイ調査では、専門家は 1）前

回の調査結果の要約、2）他の参加者からの回答、

3）これらの回答に基づいた修正案のリストを受

け取った。その後、各専門家が他の参加者からの

回答や前回の結果を考慮し、1回目の調査と同様

の方法で評価を行った。専門家の独立性を保つた

め、筆頭著者が各専門家の意見を一括に集約した。

Ⅲ．結果

1．アスリート・ウェルビーイング関連の概念

ナラティブレビューの結果、海外データベース

検索から特定された海外の総文献数は 2,663件で

あり、うち適格と評価された文献数は 390件で

あった（図 1）。国内データベース検索から特定

された国内の総文献数は 134件であり、うち適格

と評価された文献数は 15件であった（図 1）。

1 ) アスリート・ウェルビーイングの概念

“athlete AND well-being”の海外文献数は、

1933年に最初にヒットしてから、1990年以降、

増加傾向にあった（表 1、図 2）。特にこの 10年

間でアスリート・ウェルビーイングの海外文献数

が 5倍（2010年 37件；2019年 185件）に増えて

いた。

国内文献数についても、2010年以前には「ア

スリートとウェルビーイング」に関する論文が 1

件も認められなかったが、海外の動向に沿うよう

に、この 10年で論文が刊行され始めていた（表

2、図 3）。しかし、国内文献数は多いとは言えず、

国内ではいまだ新しい概念と位置づけられている

ように考えられた。
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図２．アスリート・ウェルビーイング関連の海外文献数の推移
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研究の対象に関しては、女性アスリート 4, 32, 45)

やパラアスリート 2, 21)も含まれていた。扱う研

究領域に関しては、身体的 36, 37)、心理的 2, 36, 40, 42)、

情動的 43)、社会的 21, 49)、スピリチュアル 39)と広

範囲に渡っていた。加えて、睡眠の質、疲労、ス

トレス、筋肉痛等の主観的コンディションの尺

度 13, 15)やキャリア移行期 22, 46)、受傷後リハビリ

テーション 3, 33,40)等でも幅広くウェルビーイング

が扱われていた。

アスリート・ウェルビーイングの定義に関して

は、Lundqvist（2011）がスポーツ心理学の研究で

アスリート・ウェルビーイングの明確な定義がな

かったことを指摘している 19)。その要因の一つと

して、従来の競技スポーツの研究領域では、アス

リートが直面するネガティブな障壁のみに焦点が

当てられ、アスリート・ウェルビーイングについ

て系統的に研究されてこなかったことが挙げられ

ている 19)。

2 ) ウェルネス、デュアルキャリア、アスリート

ライフスタイルの概念

ウェルネスが文献で用いられる場合は、ウェル

ビーイングの身体的状態と密接に関連していた。

例えば、リカバリー（疲労回復）のための睡眠等

の生理学的指標とウェルネスが関連づけられてい

ることが分かった 16)。また、ウェルネスは健康増

進の文脈でも用いられていたが 44)、学術上の明確

な定義はなかった。

また、デュアルキャリアについては、主にヨー

ロッパで広まり、この 10年で出てきた比較的新

しい概念であった。デュアルキャリアとは、「ア

スリートが人生のキャリアの一部として、学業や

仕事だけでなく、社会での役割、満足のいく収入

源の確保、アイデンティティの確立、パートナー

との関係等、人生のさまざまな段階で重要な他の

領域と組み合わせて、スポーツでのキャリアを活

躍の場を広げ、最終的なキャリアを形成していく

要件を包含したもの」53)と定義されている。国内

においても、ヨーロッパでの概念を踏まえて、デュ

アルキャリアとは、「トップアスリートとしての

アスリートライフ（パフォーマンスとトレーニン
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図３．アスリート・ウェルビーイング関連の国内文献数の推移
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グ）に必要な環境を確保しながら、現役引退後の

キャリアに必要な教育や職業訓練を受け、将来に

備えること」29)と定義されている。

さらに、アスリートライフスタイルについては、

海外文献ではほとんど概念として確立されていな

かった。日本スポーツ振興センター（2019）は、

デュアルキャリアの概念を踏まえて、「アスリー

トがパフォーマンスを最大限に高めるための考え

方や習慣」としてアスリートライフスタイルを提

唱し、教育プログラムを提供している 28)。アスリー

トライフスタイルの概念には、目標設定だけでな

く、日常生活における様々なストレスに対処する

コーピングスキル等も含まれる。ただし、アスリー

トライフスタイルについては、同様の意味を持つ

別の語が各国において個別に用いられていること

も考えられる。

3 ) メンタルヘルスの扱う範囲と支援体制の在り

方

心の健康に関連するメンタルヘルスの合意声明

等の文献数は、ここ 7年で 7件 8, 12, 23, 27, 35, 41, 48)で

あった。中でもメンタルヘルスの概念は、文献の

中で学術的にあいまいに用いられてきたことが分

かった。前述したように、Kuettelと Larsen（2020）

は文献レビューの中で、アスリートにおけるメン

タルヘルスの概念を、「アスリートがその潜在力

を発揮し、スポーツと人生の目的・意味に鑑み

て、個人的な人間関係を信頼しながら一般的な生

活だけでなくエリートスポーツのストレスに対処

し、その価値観に従って自律的に行動できるウェ

ルビーイングの動的状態」と定義している 17)。し

かし、メンタルヘルスは、主にスポーツ医学の領

域として捉えられているが 38)、IOC、ヨーロッパ

スポーツ心理学会（FEPSAC）、国際スポーツ心

理学会（ISSP）等の合意声明の中でもメンタルヘ

ルスを扱う範囲には、不一致があった。特に IOC

の合意声明でも、メンタルヘルスが主に症状と障

害の臨床的な観点から捉えられている一方で、ア

スリート・ウェルビーイングやパフォーマンスに

不可欠な要素であり、身体的健康と切り離すこと

はできないとも捉えられていた 35)。

メンタルヘルスを扱う範囲の不一致の一要因と

して、メンタルヘルスの連続体が二つか 47)、一つ

か 39)の研究者間の議論がある。メンタルヘルス

の連続体を二つとする場合、第一の連続体は精神

疾患の有無に、第二の連続体は良好なメンタルヘ

ルスの有無に関連していた 47)。連続体を一つとす

る場合、メンタルヘルスの状態は以下に分類され

ていた：（a）活動的な精神疾患；（b）亜症候群；

（c）正常（時折症状が出る）；（d）良好な精神状態；

そして最後に（e）ピークパフォーマンス（フロー

状態またはゾーン状態）41)。

こうした中、IOCはメンタルヘルスの課題に対

処するために、根拠に基づいたアプローチ、ア

クセシビリティの向上 /支援環境の創出、理解促

進のための教育、分野横断型のケアを謳ってい

る 35)。特に、オーストラリアでは、メンタルヘル

スの症状や障害を発症リスクのある又は既往歴の

あるトップアスリートの要望に早急に対応するた

めに、メンタルヘルスやアスリート・ウェルビー

イングを促進する包括的な枠組みを国レベルで提

唱している 34)。具体的には、地域のメンタルヘル

スの専門家（心理士等）で構成された、オースト

ラリアスポーツ研究所（AIS）アスリート・ウェ

ルビーイング＆エンゲージメント部門主導で地域

での照会ネットワークの構築・導入を 2018年か

ら試みている 38)。

2．専門家による意見合意形成

文献レビューの結果や実践現場での課題を踏ま

えて国内外の専門家（n=9）による意見合意形成

を行った。1回目のデルファイ調査の結果、専門

家（n=8、回答率 88.9%）の 62.5%の合意を得たが、

暫定的な合意意見に対する満足度と分かりやすさ

について一部文言や表現の分かりにくさ等の指摘

があった。具体的には、当初の合意意見のリスト

にあったアスリート・ウェルビーイングの定義の

中の身体的・精神的・社会的幸福感の表現の分か

りにくさや、アスリート・ウェルビーイングは現

象か、状態か等の指摘があった。筆頭著者が上記

の指摘事項を踏まえ、最終的には文献レビューの
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結果やこれまでに確立されている健康の定義 52)

を基に修正のリストを提示した。

その後の再調査の結果、専門家（n=7、回答

率 77.8%）の意見が反映された修正のリストが

100% の合意を得たため、以下の合意意見を採用

した。

アスリート・ウェルビーイングとは、「アスリー

トの身体的・精神的・社会的幸福感が相互に作用

した状態（ウェルビーイング）である」と定義した。

アスリートにおけるメンタルヘルスは、「健全

な精神的健康から病的な精神疾患までの一つの連

続体として捉えられる」とした。

アスリート・ウェルビーイングの支援体制の在

り方については、「日本における社会的支援制度

として、アスリートのライフスタイルを習得する

プログラムやデュアルキャリア教育を含めた、包

括的な支援機能が求められている」とした。

Ⅳ．考察

本研究の結果、アスリート・ウェルビーイング

を扱う研究領域は、身体的 36, 37)、心理的 2, 36, 40, 42)、

情動的 43)、社会的 21, 49)、スピリチュアル 39) と広

範囲に渡ることが分かった。加えて、睡眠の質、

疲労、ストレス、筋肉痛等の観的コンディション

の尺度 13, 15) やキャリア移行期 22, 46)、受傷後リハビ

リテーション 3, 33, 40) の文脈でもアスリート・ウェ

ルビーイングが扱われており、WHO の健康の定

義に合わせて身体的・精神的（心理的と情動的を

含む）・社会的幸福感をアスリート・ウェルビー

イングの扱う範囲と捉えた。WHO の健康の定義

でも、身体的、精神的、社会的の三つに加えて、「ス

ピリチュアル」を追加するという提案が 1998 年

にされた 51)。しかしその後 WHO が、スピリチュ

アルは身体的、精神的、社会的に含まれていると

したため、本研究もそのように捉えた。また、心

身は人為的に分けられているが絡み合っているた

め 11)、身体的、精神的、社会的幸福感が相互に作

用している関係性として捉えた。一方で、経済的

な理由で引退するアスリートが多く 22)、アスリー

トの短期的な利益のために不正行為等の誘惑も高

まっていることから 1)、財政的な支援や法的な保

障にも配慮が必要と思われる。これらのことから、

アスリート・ウェルビーイングについては、アス

リートとしてのキャリア（競技生活）を包括的な

視点で捉えることが重要であり、アスリートがそ

の成長段階において適切な手段を講じることで、

パフォーマンスを最大限に発揮することが可能に

なるだけでなく、引退後のキャリアにおいても健

康な状態を維持することができると考えた。今後

の研究は、こうしたアスリート・ウェルビーイン

グの様々な要因が競技パフォーマンスに与える影

響を検討することが期待される 19)。

メンタルヘルスの扱う範囲は、ピークパフォー

マンスから精神疾患までを一つの連続体として次

元的に捉えることができると思われる。Schinke

ら（2018）41) も指摘しているように、メンタルヘ

ルスを一つの連続体とする次元的なアプローチで

アスリートを見ることは、アスリートの全体的な

心理的状態、苦痛の程度、機能レベルの微妙な差

を評価しながら、その診断の閾値の中でアスリー

トの個人差が存在することを認識するのに役立つ

と思われる 26)。そのため、メンタルヘルスを一つ

の連続体で捉えることが、アスリートだけでなく

研究者や実践者にとっても実践現場で活用できる

実用的な分類だと考えられる。また、前述の健康

の定義 52) を踏まえて健康の一側面であるメンタ

ルヘルスを包括的な概念として現場での支援で用

いることができる可能性がある。

個人のメンタルヘルス状態に合わせて専門家が

IOC のスポーツメンタルヘルス評価ツール I 9) 等

の診断ツールを活用し、個別に対応していくこと

が求められる。これまでオーストラリアやイギリ

スの代表アスリートでうつ、摂食障害、キャリア

への不満等のメンタルヘルスの症状や障害が報告

されてきたことから 7, 10)、メンタルヘルスの支援

は主にスポーツ医学の研究領域のみで捉えられて

きた 38)。しかし、前述のようにアスリートに対

する財政的な支援や法的な保障への配慮も重要で

あることから、アスリート・ウェルビーイングの

より包括的な概念の中で、システムレベルでの支
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援が求められている 11)。そうした中、オーストラ

リアでは、メンタルヘルスやアスリート・ウェル

ビーイングに対して国レベルでの支援体制を構築

してきている 34)。しかし、我が国のトップアス

リートのメンタルヘルスの症状・障害やアスリー

ト・ウェルビーイングの社会的な支援制度の実態

がまだ明らかではないのが現状である。将来的に、

我が国においてもアスリート・ウェルビーイング

を社会的に支援するための体制として、国レベル

での専門家をつなぐ照会ネットワークの構築・導

入 38)や、競技別の支援アプローチ 50)についても

検討が必要である。

今後の展望としては、日本人アスリートのアス

リート・ウェルビーイングの現状と課題を把握す

る実態調査を行っていく必要がある。そのために

は、本研究で定義した概念に基づいた調査が前提

となる。また、これまでの実態調査では、オース

トラリアやイギリスの代表アスリートを対象とし

た研究が主にあった 7, 10)。しかし、日本人アスリー

トのアスリート・ウェルビーイングの実態をより

詳細に把握するためには、特定の競技レベルの競

技者として年代別代表、大学生アスリート、シニ

ア日本代表を含めて分析することが望ましいと思

われる。

また、アスリートだけでなく、コーチ、医療従

事者、スポーツ心理学者等に対しても根拠に基づ

いたアスリート・ウェルビーイングやメンタル

ヘルスの対策を講ずる必要性が高まっている 41)。

特に中央競技団体等がアスリートのメンタルヘル

スを最適に護り、メンタルヘルス障害のあるアス

リートに対して徹底的なケアを提供する支援体制

の整備が求められていることから12, 23)、実態調査

の対象範囲を中央競技団体にも広げていくことも

検討の余地がある。

Ⅴ．まとめ

本研究でアスリート・ウェルビーイングのナラ

ティブレビューや専門家による意見合意形成を実

施した結果、スポーツの文脈でその概念は、国内

外の文献でよく用いられ、文献数は増えていたが、

学術上明確に定義されている概念とはいえないと

考えられた。特にアスリート・ウェルビーイング

の定義やメンタルヘルスの扱う範囲はあいまいで

あった。今後は、日本におけるアスリート・ウェ

ルビーイングの実態を把握するため、本研究で合

意形成されたアスリート・ウェルビーイング関連

の概念を踏まえた実態調査や診断ツール等の測定

尺度を開発していくことも求められている。
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